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２月２６日、令和２年度第１回定例市議会開会 
右の通り第１回定例議会が開かれます。 

 ２６日（水）は、元副市長に関する①日

野市立病院と川辺堀之内土地区画整理組

合の兼業による二重報酬受取の件、②日野

市立病院のハラスメント問題について、市

長報告と質疑に続き、議長選挙等の人事が

行われる予定です。 

 ２７日（木）は、市長の所信表明とそれ

に対する代表質問が行われ、日本共産党市

議団からは、大高哲史団長が代表質問を行

う予定です。 

 ３月２日（月）～６日（金）は、各議員

の一般質問が行われます。各議員の一般質

問の通告内容や発言の順番は来週号でお

知らせします。 

 ３月１３日～１８日は予算特別委員会

で新年度予算案の質疑が行われます。 

大坪市長は、「財政非常事態宣言」を出

して「財政がきびしい」と市民にアピール

することによって、さらなるサービス切り

捨てや民営化を進めようとしています。 

日本共産党市議団は、日野市の財政は本

当に厳しいのか、事態打開の方策はどこに

あるのか、予算委員会の論戦を通して明ら

かにしていきます。 

 

議会日程（予定） 

月/日 曜 摘 要 

2 月 26 日 水 元副市長問題報告、人事等 

27 日 木 所信表明と代表質問 

28 日 金 一般質問調整日 

29 日 土 休会 

3 月 1 日 日 休会 

2 日～６日  一般質問 

7 日 土 休会 

8 日 日 休会 

9 日 月 調整日 

10 日 火 企画総務委員会 

11 日 水 民生文教委員会 

12 日 木 環境まちづくり委員会 

13 日 金 一般会計予算特別委員会 

14 日 土 休会 

15 日 日 休会 

16 日 月 一般会計予算特別委員会 

17 日 火 一般会計予算特別委員会 

18 日 水 特別会計予算特別委員会 

19 日 木 整理日 

20～22日  休会 

23 日 月 まとめ（休会） 

24 日 火 最終日 

 



元副市長問題についての第三者委員会調査報告、

市の対応等が公表されました 
 元副市長をめぐる、兼業による二重報酬受取問題と日野市立病院のハラスメント問題に

ついて究明するために設置された２つの第三者委員会の調査報告書が提出され、それを受

けた日野市の対応等が公表されました。 

兼業による二重報酬受取について 
 元副市長は、日野市立病院の院長相談役

として雇用されている期間に、市から助成

を受けている土地区画整理組合の理事長相

談役を兼務し、双方から報酬を受け取って

いました。 

 第三者委員会は、兼業について地方公務

員法や日野市の兼業規定に違反する行為で

あると認定しました。 

 また、長期に渡る継続的な雇用と規定に

ない日当の支払いについては、十分な確認

ができていないが違法である可能性が高い

と述べています。 

 また、当該区画整理組合の資金管理が適

正であったか否かについても疑問が残ると

して、東京都と共同して調査すべきと述べ

ています。 

 日野市は「不適切な状況が長期にわたり

続いていたことは、非常に重大な問題が 

あったと言わざるを得ません」と、陳謝し

今後、このような事態が起きた責任の所在

を明確にし、必要な処分、対応を取り、再

発防止策を講じるとしています。 

日野市立病院のハラスメント問題について 
もう一つの第三者委員会では、日野市立

病院の臨床検査技師が起こしたハラスメン

トの原因究明と、この件に関する元副市長

の関与についての調査が行われました。 

調査の結果、第三者委員会は、長期に渡

り継続的にハラスメントが繰り返された原

因として、職場環境の閉鎖性・固定化、加

害者の上司としての資質、適切な管理監督

者の不在、市ハラスメント委員会（相談先）

の周知不足、元副市長の心理的影響力によ

る院内ハラスメント委員会の議論の萎縮等

があったと判断しています。 

一方、元副市長が臨床検査技師のハラス

メント行為に対して、助長、誘導、隠蔽等

の具体的な関与はなかったとしました。 

しかし、日野市は、元副市長が、「職員か

ら特別な存在として認識されており、会議

などで逆らえない雰囲気で意見できない、

ということが今回の問題の根底にあった」

「そのことがハラスメント委員会での議論

が進まないという結果を招きました」との

認識を示しています。 

 日野市は、今後、関係者等の処分の検討、

職員全体の意識改革を行うとともに、再発

防止計画を策定し、臨床検査・病理部門体

制の改善、全職員へのハラスメント研修、

病院内ハラスメント委員会の改編、アン 

ケートの実施、病院組織を外部からチェッ

クする仕組みづくりなどを進めるとしてい

ます。 

 日野市議会は昨年６月、元副市長をめぐ

る２つの問題の徹底究明を求める内容の決

議をあげています。 

２月２６日の本会議でこの件について、

市長から報告を受け、質疑が行われます。 


